
資料:東京都教育庁指導部編 『昭和55年度 高等学校教育開発指導資料集

(菌語¥Dよりの抜粋 (謡ー口明会員提供〉

班 「医i語 1J vとなげる漢文の指

1. r漢文 j指導の基本的な考え方と指導計画

従来から淡文のt学習指導Uでないで，言11詰註釈κ終始し右:いよう Kという反省が繰返されて来

た。をた「読みK始まって読みκ終わる Jという j言葉を金科玉条として，ただ再読三読して，

主題だけを皮和的VC潔解させるよう芯:傾向K対する批判も出されてきた。古典としての価能の

高い，内容の鐙かた漢詩文の作品を， もっと生徒Kとって魅力あるものとじて壊解させ，学習

意欲を高めさせる方法があるので1.J:かろうか。とれをであ玄タ体系的Kは顧みられ1.J:かった「表

現・文体への関心を持fとせる授業展開 JVてついて考えてみるとと宕:ったのも，そうした必要J惑

からである。

文革;表現の簡潔さは模文の特色であるが， (それはともすればn漢になタがち宏現代留語の発与

を是正する代布Hl1.J:要素でthるが)それぞれのジャンノレ・作者.l'ノr:f，Hcよって，イ協約的1.J:表現

や文14:があるととに注目させたい。

1fuえV:f，詩十てシいては，その簡潔t:tと音来性，起;ゑ転結!そよる表現の1&9上がタヰコ，余拐の

妙，視覚的表現・聴覚的表現，また，時間的要素・空間的要素符Vて着目させたい。文乏にたい

ては，簡潔左表現の中Kもみられる叙述の長関の特色をとらえさせたり，適当友参考一文を締助

教材として肉付け的ir理解を助けるととも，今後，開発されるべき方性であろうと思われる。

ベ校の漢文指導が，吉村否定主解を中心Fζ した読解花導!i(ととどまるの陀対して，高校の段階に

なったら，作品φ生命{そふれさせるためのよ b i'*く，よ b J1~ い学習指導が，確立され衣けれ{ずならえとい c

年間指導計麗

念ねらい 教材1fIJ 指導項目と努 点、

一 。漢文入門 。{京語の仁11の漢字を基』て漢字の基本構造をまとめる、
LT
み

di4

J 

， 

1漢字文化の 「照鏡見白髪」 。訓fiJ[文体のもつワズム・語気と表現の簡潔性をぶ

8 
特質を午:ぶ 「春望」 o WII読κ必要衣最小限の知識をよきκフけみ

時
IHJ 

2言IJ読の謀本 「格言と故事 j 漢字の部首，形・音・義・熟語の構成，返タ点(レ

を習得する 点，ー・二点〕・送りが友・読みがえ乙・再説文字、

。長文読解 f史記j 。街IIかい字句十てとらわれず，長文を読み通す

JW 
1.1l史記』の 一鴻門之合一 。場面の展開{て従い登場人物の心理を整理する

戸、 表現と文体 。『史記Jの表現の特書室V(と留意する Q (会話む表現の

6 を味わう 心理.{J呈諺の引m・首尾照応の叙述)
Il;'j 

γ肌 の 忠 。司馬選の史観，表現を通してや国人の物の見方，考

IHて触れあ えブJを理解する

必 二二q:別配当時間は 8時110，指導計il訴については「淡誌 JI論語 Jのお該信市を参照。
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2. 指導展開

(1)濃詩の指導

ア.教材選誌の観点

新教育課程κむける「国語 1J 4単位のうち淡文学習にさきうる授業時IMiは. I{!時間程度で

あ9，淡詩入門の立を含むことを考え合わせると， I主体，今体すべての詩型を教えることは，

不可能であ 9，絶句，存t詩6首程度を指導するととが限度であろう。

ζ の制約のやで，教材を選ぶと~れば， r屈苛選 Jr Ji1f詩三百首 Jを典拠と社ざるを:待ず，

近体詩としての適格性，ヰt，11:校κむける学視の軍複等を考慮し， r f主J語 1Jの特徴である，現

代文と古文との関連性を考慮し，吏κ，絶句・律詩の凶製式a:絹縦し感賠から娩倍κ去る代

表 ~I詩人の作品を取タ上げるととを配慮して，教材を選定した。

七指導案

切本単元の目標

a. 漢誌の詩体分類，近体詩 itCJ泣けふ{う:詩焼却J(予jl 詰~ .沿句・平氏・詩句構成〉修辞法，

〈畳韻，双戸， g-字)の概要を理解させる。

b. 漢詩表現の簡潔性やftH律相:を理解させる。

C. 淡詩表現に必ける発想の民間(絶句にむける“起・;与え・転・前iη 枠詩にあ、けゐ“首I・ili1・

鎖・尾η)，表現の飛諮を理解させる。

d. 詩人の忠、恕や心情を理解させ，現代人と比較さぜる。

(イ)指導の展開

時| 本時の目標 学習活動 表現・文~1本

。詩体分類を理解 I0 中学校時代にヴ:習した苦笑訪をあげる。 。討{本分知

させる。 Iο近体詩の作詩規nuで既失flの事訴を整却する。 I0 l'守詩fJHiiJ

第 I0修辞法(語法) I 0先κ提示された作品・作詩親日IjVC必安当pnを力11I 語数

を理解させる。 1;し詩体分類を整理する。 I句数

I r斑柴j 正維 i 予fl器i

I I女発恋の邸;3・表現の飛躍K自己癒し，読解 j-Z，O I 0船守とキ耐持と

。王手¥ili.轍}I!荘・輯}II集vcづいて解説する。 Iの比較

。土1技警麿・佐藤泰夫0キil訳詩と比較する。 I0語法

II亨
・語法〈畳韻・双戸・ 5塁手)V(ついて説明する。 I1t:韻

大テープ等を用いて，言11説・討!l今・中[誤認κよる。i双Jij

1';8読を聞き，比較ナる。 I
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「帽一一γ一一一戸山叫 "一一一}寸一一一一明
。琵;tI:!りj提出1・表 Ir秋民引J 劉高錫 *1~r 。決詩と和歌，英

I!l.のj1奇跡!を理解さ o藤原敏行の和歌ε比較する。 1:丈との表誌の比較

第 I.. ~ I r '''' 'C>o J_  ~，"L". -J.. J... .， I 
:So I r早発出帝城 j 字自 大* 10匂71;

。匂法(:J.i言勺ー I0 李白骨安史の話l. 李民流罪の事倍・経混在解説 11i~言二言十三三1言

21rtm7)を理解さ I0一昔[)を英訳と比較してみるα !七吉田言伝言

せる。 I• JfJi;柴をも含め，漢詩表況と，それ以れの言語に IS.V.Oを伎沼

時 I0 摸織現の鰍|よる韻文表現とを比較し，践を考える9 lo漢詩の構成

件。を恕解させる。 1・五言勾と七言匂との句法の差異を比較ナる。 I絶句 起;京転i1t
ト ! 一一一十一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一

。絶句，律詩の作 Ir山i千jJ 左t牧 大大 I 0漠誌の祝覚性

詩規則主士ll]?，作 1 ・漢詩表現の持コ説覚性κコ¥rlて説明する。 I 0 f七詩法則
第 I

H".J/Yi，..7V.J '-!-.hH;/ t 1'-1 す肌

! 
詩規則のもヲ表現 rr旅夜者懐J 牡市 安"{:( 1 対句

3 !的役割を恕1f{oさせ I0社甫・流浪.J争後名κヲいて解説するα ! 乎P乙
る。 I・作詩規則(平氏・手r~Î .志向・押韻)のもコ表現

時 I0漢詩表現の視覚!的役割陀ヲいて説明する。!0法誌の構成

性を理解きぜる。 I IZZ詩首街頭尾
ト一一一一~一一一一一一一→一一一一一一一一一一一一『一一一一一一一一一一一一一一一一一一一:

I 0 粍匂~ 1~i詩の差 I r八月十五日夜，禁中出i富，対月懐元九J由民易 I0絶句・律詩にヰテ

第 i異を理解させる。 I0自民易・元撲の事跡・友誌を釘読する。 夫会 iける詩、怒の差異

。近科:詩りもヲ誤!・絶句・律詩。音色想の差異を説明するα 1 0近体詩に令ける
4 I I t 

律担:(官業性〉を I・ヰ1陸音はる発音を手;6;7.)::.!Jr<<:，玉子広を翠鮮さ i額千草住〈音楽位)

i汚!混解させる。 せ，近件;詩ーに必ける韻f宇佐〈音楽性〉を解説する。

・詩句溝j記.fi詩規立IJを一覧表にまとめる。

言Ii読・賠EL:については記入し念かったが，適宜行なうこととする。

ヲ長女の記号、は，それぞ t~L第 1 時 vc ;t;，ける内容に対応し，各えの;詩で行うととをしめず。

(ク)指導内容

a.漢詩表現の簡潔性と視覚性

議:'}:の特徴は，一台宣[iで発音される表意文字であえ己s とい会ことにコきる。 ζれr.t.他の宮

市がイメージを結ぶの?と，いくつかり文字を読み，音を問〈という時間的経過を必妥とするの

に対し， f霧時的?とそれを可能としている。しかも，助字が少な(.文字の位置関係にJ:t示さ

れる文法;構造は，表貌形式を非常に簡潔なもりとしている。また，社牧「山行JのようにJ結

実 Jr二月翠Jという誰でも恕JUてきる具体的?ぜかをf紅jという色彩感覚で結びおけるとい

う表現は，読者を校党的イメージのm界へ誘いとみ，詩人の安定;殺を芭設的に理解さ vせずにお‘
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かないのである。 ζのように，日明，抽象的かフJL浪者:文京:をよしとする今日.r実jj.)，表現のお:

ワ熊潔tt.視覚性社，ぜひ学ばならぬととるである。

b.発想、の飛躍と詩想、

絶句pζ公ける起・承・転・あ!;の各匂，持誌に:h'ける首・毎i・5員・児の合連は，各々独立しつ

づ，ヰ日立に!克述しているため，各{iJ・各迷のi誌にむける発想のJlミ販は非常に大きい。持韻は，

詩文の内容と;密接iJ:関係を保ちつつ， -17Jの詩を設とめている。とのため詩人は誌を詠じると

き，訟の持つ響きを:ill:祝して，イ吏JtJずる11(1を決定した。例えば..?}:::仁iはfJ子充向子i1域Jの誌lに

下乎27問。fu~を使用している。との韻は「よるとぴ・やすらぎ J をあらわし，流罰がlfl・され

江i没へrifrる字自の心境を述べるにふさわしい。抑識の外にも韻律性は，絶句の承勾・1広匂の飛

躍を支え，持誌の各述1iJ;oつZとがbを持たすため忙，対ゐOq士領・額二連の滋離を抑えるためltC

役立っているo

C.旅夜警捜 社甫の読解

組事故風jj..~ Æ結~;l(夜舟〈下乎 1 8尤〉良重平野間 )j湧太江流〈下平 18先〉

名笠文章:書 官応老病体〈下Sf'1.8 尤〉強調 1ìrym以矢天地 ~7j; 1鵠〈下平 1 9俣〉

( :Jlll器lD下S]Z戸 18二む 1 9保はl司j司〉

文文a体.京2説込の函

ととも:に亡支常熟干主l詰作j成£の一方注であ九文宇自体ο意によるよJ?，その韻律的感党によ b状態を表

現する語といえる。塁手『重量瓢.111ま，管符F累』の定:をうけ，物がひるがえるさま，さまよう

さ玄を表わしている口一勾の構成を見るとJi1Sは二言と三宮とに分かれている。また，お匂Ic;):.

-8" .領.~車速に照 v'> ら ;tL -Clρる。

ヌヲ勾とは.普通の詩句が勾を中心とした円形の意的世界を作]J11:lナの!と対し，対I'Liまるこ句

を裁長とする桔P31予の意的世界を穣)iえし， ~f板えとる叙述を盛 bょげんと港d!21 したものである。

対勾を構成するこ匂は. 1可ーの文法構成，相反する韻律の饗きを諜盤にして，大ノト?なる共述窓

読むうえに立ちつヨも相反発ナる~-mfをもって携成したものである。すなわち，出入が. *. 
音・・義。鋭い:!えj喪rD上k:，自からの言語笑の'伎界を構築したものがお匂である。例えば，との

詩に必ける汚匂を見ると，訟と停にもや:5;lfIは社坊の!J'を;貫〈世界であt，j抱l~ ・ j言語はとも

に上方民向かつて立つもの，亙・月は天文的，平野・大江:は地形的，動認の塁・務ば上下，間

・流は水干の動きの概念として大V'>iJ:る共通i生を庶民もち左がらも，茨面的定、味にやいては相

l乏している。また，顎連忙なげる，名・官，文芸2・5を病は，そのまま対応する概念と段考えら

れないが，名文主主若・官老病休となった時代rl，中国人むお'コ伝統的思考正して苅応ずる概念、
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となる。

また，との詩の押額十日jは下平〆n8尤がf日いられている。とのililVC属ナる文字κ，尤〈過也，

甚出，恕iJz，多 tf:!，，)憂(察、l[:i，)悠(達也7 議l[:i" ~賢i:{:í )愁(主張{お悲也，官也)等があタ:畳

韻の熟語VCI賓愁 J等があゐように，一首の討をj通ずる帯撃さのrl'VCは，作者"の「うれい，かな

しみ? うらみ Jの感情が流れている。

詩想のllijから見ると作者の発想、(1;1:，下関のよう K展開していったととがわかる。

首 連 額連

平野

大江

額遼

間
内
'
夜

徴
4

独

名文主主著

。

す

す
一
一
小

示

を
を

念

開

概
展

る
の

す
想

応

発

対
↓
・

引

1
1
n
i鵠

地

・

天

沙

尾

一

官;老病休

i@;車 v'Cb~\ハて，自身の状態と卑近な埼景の拾Jij.1fC. よb詠み起された詩は，鎮連K進むと， 1寺2・

舟K続く広大な民景の描写へと発展すると共同自然のみを詠ずるととによれ詩人の拡独を

も府示ずる。斑逮Vて及び詩想、は一気花盛り上が]?，詩人の心境を吐露する。尾速は，首・領速

の内容を「天地 jの認でうけとめ，額連で暗示した詩人の孤独を「票思議?天地ー沙鴎 jと明示

し，頚速を「ー沙鴎 jの語でうけ，一首をまとめあげている。「一沙鶴 jは「白鶴浩蕩(1(没す。

万盟諸か能<1!l1i1らさんJ(1s贈 左丞二十二韻〉の例もあるように社市自身の仮託である。自か

からを鳥K託する例は古来よ台数多〈あ 9，院淵i犯は f帰烏 JI飲路 jの詩で官を退く身を，

i"翼翼たる帰烏(ず，長VC林を去りぬ JI柄栴たる失群の烏， 日暮猶独b飛ぶ jと詠じている。

との詩の主総出、，頚速にある。当時(1(令いて第一級の知識人であった官紫は，一方κやいて

は箆ー絞り文学者であった。中国人が求めた「不老不死jは，後十て転化しr~手後名 J を求めふ

とv.う惹:識となったq 知識人は，官官実として名を残ナζ とを第一と考えたが，その坐訴にi愛護

した時には?出入として死後lて名を残ナZJiを希求した。この風は平〈からあ9，詩文のうちで

否定的窓見を吐く，鞠間切・李自でさえもその生涯の行動のうちに充分うかがえる。

生誌にふ、いて官僚としての夢に絞れ，漂白の旅を余儀なくされ，老いと病いとKむしはまれ

たまfmは， ζの詩の他(1(も『万毘悲秋 常K容となタ，百年多病 J.:t!9 合代登る~ (登高〉と

記ぺ， !I'文章{合成病を差(いや〉ナ.!l(赴青城県出成都寄二小伊〉と述べ6ょう 11:，漂泊・病

・文章，の三者仁r， 'È~VC一体のものとして考えられていたのでるる。そして， ζの詩(弘社前

1l5t;:irにシげる三つの思いを一首の誌のfゃに詠じたものといえるのである。
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(2) r論語jの指導

ブ.教材選定の観点と教材化例

tJ? 教材選定の観点

思想教材の持つ表現・文体κI)lJ心を持た必ゐためには， 1 礼~t! _I I論語_Ir広子 J等の控訴片

的7J:文章を列挙ナるのみでは，関心どころか，忠恕、教材を学習すゐ ζ との;10:殺さえクとなわれか

ね念い。漢文の中でも，思想教材が真iiFftなもの，取タtnみκくいものと L..'て，敬遠会れがち念

現状では，思想教材が身近かなものとして生徒κ親しまれ，興味が持たれなければ，表現・文

体への関心は生徒の1H1Jから起ってくるものではない。そとで，従来の教材選定の反省の上κた

ち，中国の思想の源流でもあ仏法制iでもある「論語 jの;t，から，弟子連との対話を通し，人

'n:lì的1.1:触れ合いり 11" で，思想を l~rf~ナるを教材として取タ上げるとと κ した。しかし，口論

ι論」の知とり、呉;なタ，対話をilliじて理解させる教材は「国語 1_Iとしては，やや葉fi:解である

ととを二考躍、し，生徒が学習に当たって読解VC EEj難を党えゐであろう ~Jf1丙κ関しては，るらかじ

め口語訳， t:t;，参考J~P:江等を読解のためκ教材化したものな準備し，読解への障害を取 P 除き，

表現・文体への関心をもたせる方法が考えられゐ。「論語 JIま道徳lVlIなをま条約に述べた書では

なく，生き生きとした，人間と人HiJとの心のつながりを持ち，生:fjtV(llili:かなものとして感じ

させるに適した教材であタ，そ ζから叙述の展開κ対ナる関心も，ひき起こナことができょう。

更l!(1"閤語 IJκ必いて1"1論語Jの表現・文体・叙述の展開にまで，興味・関心をもっ視点が

養うととができれば，先秦諸子を合めた，他の思想、教材についても， r論語Jの克畏として，

u:徒の告発的K取タ組む視点が符られるであろう。

(イ)教材化例

〔導入文〕 子L子は賢君を求めて諸患をさまよい，放浪ナる開花開，%iと称して語L!i士会避けて，

G分だけの生活を清く，充実して生きていとうとする人々と出会う ζ とがあった。それらの人

人は孔子が理想、を求めていくととは無駄で，自己κ忠実K生きていけばよいと主張し，孔子を

批離したo だが，孔子は常Kとの隠者ーのような態度を否定して，現宍の社会K理想を実現する

ためκ積極的1.1:情熱をもって行動した。けれど，孔子の晩年κは，どんなに努力しても，賢君

のいない，悪の横行している時世はどうするとともできない。そのような時の7とめ息をじタの

言葉が「海{そ浮{ぜん jであるが，孔子Kは依然として数伎の情熱は燃えていたのである。

〔本文〕 子日「道不行，乗寺浮千揮。従我者・1:t!llら J子路間之，百:。子日「出也好男j品我o

i約百取J針。 JCt論語_I.公治長篇)

仁m:訳〕 孔子ーが言った。「道が行われない，いかだに乗って指κ浮かぼう。私についてく
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る者は由(;子路の名)くらいのものか1i:oJ子路はとの話しを聞いて:喜んだ。孔子が言った。

「由が弟散なととの好き念のは;fLJグ、上だ。いかだを組む材料さえ求めるととができ Jないの/lLoJ

〔参考〕 子路は姓十jl，名をf:1Jと古い， .':7てを子路，季路とも言った。孔子よタゴL才年少で弟子

{11 
濯のやでは，最年長κ属する弟子であった。剛勇を好み，乱暴者であった。孔子の/様化で次第

(21 (3i 
K学問を愛好し，人間的十ても成長したが，しばしば軽はずみな行動や，うをれヲいての盛男を

(4) 
ふるい，孔子はいつも子路の行く末をノL、配していたのである。

(1:]也立法J(先進篤)武骨粗暴で， もの静かき

ちをえない。 (3)r 暴虎誌が~，死Im1系悔者 J ( 

うとしたタ，死んでも後悔し

助教材化の志義

従来の思想教材の指導は，生徒の学習能力もさる ζとながら JA釈，語釈K終始し，思想内

容の考察や，思想家の生?吉・行為・人格等を，若 Jjあクと再現させるととが，ややもナれは等

閑/IL1jされる額向にあった。それは， ，皆、想教材の取タ扱いが，各思想家のや心思想、を理解ナる

という， }~、想把握の方面 Yてのみ関心が集中し，退去陀生きた人開設:現実K苦悩じ念がら思想、形

成をなし遂げていく過程を理解ナるととが軽視されていたととにもよる。そとからは生徒の能

動的な参与はj招待できないであろうし，また，表現，文体への関心も望むことはできないでさう

ろう。教;材化例に示した方法は，従来の単えどる::4~文部!~古注釈に終始した授業の展開とは異な!)，.

逃去に生きた人間の内的必然の肉声を感じとらせる指導であるQ 生徒に生きた入閣の突像を把

握しようとの欲が起とれば，忽述の展開Uても爽!!1ミを持ち，更に，言葉と言葉が緊密に関連し

合う表現への関心へと発展していくはずでさうる。表現・文体への興味・関心は，退去だ生きた

人間の宍像担援と密接不離~関係;どあるととに留意ナべきである。

イ.指導案

(刀 本主手元の目者:

(i) 過去~'L~Jてきた孔子が，弟子達との混かい人間交流の中で， ，EQ;京を深め，理想、笑現のため

に援情熱を傾けたととを怒解させる。

(2) 簡潔な表現形態Jぞ含まれた騒動する人間の感情・精神を理解させる。

① 論誌の文系lて親しーませ，特徴的~文体に留意させ， 日~?;・使用する言語と比較させ，言語

にτコいての[!)J心をもたせる。
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(イ)持導の展開

時! 本時の目標

山』同白明

主主 ~r.J t舌 ifVJ f役立宇都(文体・表現)

一一
第 I0 孔子の生きた時代 I0 教材の導入文・参考の読解 I 0 導入文VCょっ

の背景と，弟子との I0論語本文と直訳文とを:7j比さ i跡とfJ;慌を，参考Kよって子飲?の

1 I人間的な触れ合いを|せ読解する。表現・文休の相選|較F手 引t怖を理解さ t:t/.:)Q 

理解させる。 V亡寝章、き吃るD 。論語本文の簡潔~文í~~ と，直訳

什。教材 Iく「公治長 にぶした口語文体との和速を，flJ!鱗:

議j一子路との女、lmt さ4士，表現1ーの特色・文体上のf時

の読解 徴を指摘させる。

一 一一
。関例をj有いながら， r道不行J 。表現上の!I~;ê

述の展開を文脈{ぐ即 の現状認識から， r無所取材 J (lWJ1i};i:ll1綴の効果酌用法
2 

しながら読解させ， と子路への忠告へと展開ナる， 「好93;I品我 Jr無所取材J

時 i文章を分析させ，表 心mの変化を中心κ分析を行う。 (2)替!訟の効果的!日法「無所取材 J

王立・文体」この特色を 。ー言の緊密~関慌を王手如、 日)簡潔;と表現ー::Jぺの取結表現

~J 心‘7 。 r i:f3tQP彦Jr宰也魯j

く「際貿鰐j 。教材の導入文(孔子の政治宍 。苓;J乏の専横を:1;;l!(て当時の政治状

一子遊との対話〉の 践の思想、〉を読解する。 況のJ腐j孜ぶりを栴説 l.子i控のヲJ

3 I読解 。論語本文とi寄訳文を対比さ4士 践が孔:f0政治理想め忠

衣がら，v羽例を寄せ.作業を通 であるととを理解合せふ。

時| lじて，表現・文体の相遣に:考え 。官数の.1ili綴(宅協泣さ・なるととに

る。 より，淡JJl..文体の犯逮を理解さ

ぜる。

第 I0 r r悶悶!の叙 述 。孔子が子遊のいる武域を祝祭 。表現J:の宇?色

の展5告を文，rYKVC悶jし し「割数百m牛刀Jの警織をmい (11:X':J偶表現

4 Iたがら内容を理解 て焚辞を述べたのvC，子遊が問 君子学道具IJ愛人・ IJ， A~:}: )rü~Jj易iR'

させ，分析させた本 きちがえ，抗弁したため，意外 (2)こ??，四{Ij-の述綴

時 i文を通じて，表現・ ~r 前首戯之耳 j の叙述の展開 夫 子安爾Trfj笑・剖難lcJfjll二刀

文体上の特色を理解 と之とったととを把握ナる。 (3)嶺i除法

させる。 。ヌj偶表現?と混じ， -1:修辞訟の整理 r 'íl;，~実，jí:X';)lJLI二7J _I 

替蟻?t~どの表現法を理解する。
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ク. :11:; ?持 J}j 託子

σ7 叙述の展開の関例

指導κ~!'J 1たって W(k~~ナペきことは，簡潔志:表現で叙述が展開されているので，その忽述の展

開を的{i{iiVC把握するととである。その1<-めκは各会話の内容を細かく分析:し，そとに君主lおされ

た心情・感情を理解し，次に紛j分化された文の表現上の!t~，色や文体の特徴がどのよう陀心情

J剖怖と関連があふかを見緩め，最終的陀会話の内容を総合的κ1E援ナる指導が念され~ければ

念、らない。その指導K有効なブj法として出例が考えられる。教材vcmいた二篇の関例を次vc示ナ。

「公冶長 J 第

/;~ 文 JL;、 JiUfSf ミ 感 ?!?数連綴
一一一一

子日 道不行 罰禁lf.1f.現実κ対する認議 3 

ヲ長粁:浮於海 失望概i築・別天地への願望 (2・3) 5 

従我者:tt出与 千:J.¥:境をとも托した:子路への親近感 (3・3) 6 

子路 j五L之次: y，路の誤解・散タ つ、b

子日 fお也 2 

好 弟 j必我 子路の性格。欠点先摘 4 

無所取材 子路交諌め，孔子の情熱の不多:そぷす。 4 

文

rJ湯貨 j 篇

心慌-感?青・状況

子
;本 音数連綴
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(イ) 論語託児られる表現上の特色

孔子は言語の伝達活動v<こま子いて，漢字の特質を巧みκmい， ~'I志G

漢字は一7吉音z苦，が一f字:]芋，己:でzるうpれ， その一f宇乎主宰一:(κζよつてひとつの哲ザ学:ををa述ベる ζともでき， 吏Kレいミくつか

の語を述綴さ守せ士ることによワて，音楽的な言語K仕上げるととのできゐ!I打えをもっている.Q 教

材に即して，論語のさまざま念特色の;:1ザ λら，以下り三三点(rc絞!)，述べることとする"

①簡潔な表現一一.'J二の効果的問j去

孔子は「巧言令色鮮尖仁 J と述べ，簡潔な表現でイ7~~主ナるととに工夫を凝らした。象形文字

で2うる漢字{お兵一体的念物を象タ文字としている関係上，転速し易く，党え易く，更にj言舛へ

の含蓄ある表現となる特質を備えている。「由也P彦jのrn彦Jは「粗暴jの他[と「強いJの意

味をお:つQ 開き手。子一路は「自省の念 J と「自負の;念 J を交錯させt:がら，次第?と孔子の~窓

を翠解L-，反省(''C努めるのである。孔ヲーはこの-!';t.([)4~':J立を考>>!~(rC入れ，多用ナるのである。

①対偶表現と官数連接

口ずさみ易く，記情し易いためり工夫として，孔子(丸いろいろ三:リバム(昔数)(l:よる連

続と対応、表現の工夫をした。「君子学道知愛人，小人!~::治則易f吏 J'土( J理・三〉の音数述緩を

毘いた七言の対偶表現である。対持表現は概念を対立さぜまがら，複合の;合!rtミを述惣させ，言

外の合蓄ある内容へと発展させるための表現方法である。 J誌に問言の対偶表現は， rj:l[却の最古

の韻文である「詩経j ・散文の「害経 j の問言。表現方rl~と関述して，表現形態として安定し

た， リズミカル~ものと考えられ三実現技rL!て工夫が訳らされているα とのた:J1P]表!i2は修辞民α

五文法〈不J>>.物詩，不以己悲〉・類句j主(或生前夫n之，足立学荷知之， ]&前面支i1之，及j主主n之一

也〉・定鎖注(天H与不如地科， :l忠利不知人和) と類1V.の表現， ~あるいは同じ表現形恕の範鴎

として考えちれる。四六樹健体・近体詩の手l~j}Jのだ句持、対偶の延長と見倣すととができる。

@替聡

孔子は定;才、.}d:、想の伝達にあたって，お象的，観念的方:説明をせず，兵体的・兵象的なわか

タ易いものにしようとする立国がさらタ，その玄関のもとに饗聡を巧み?と舟凶てv¥る。公冶長篇

の「無所取材J陽究第の「期難おYfJ牛万J等は，ヲL子む古いたいととを直接表わさず，議!駄を

JTIV¥， 真意を泊先::?之理解させ主うとの臼的のためにj若いられている。との聾i駄の活用は1'1:1隠思

想、の特質のーヲ?と挙げ得るもりであ !)，孟子の嘗J訟の巧みさは，~かでも !!'iJ1在に能ナるものが

;bる。先代の朱来は「習，品数飛也Jと「習J概念を具体的な f，烏数;1ミ也Jと犠[訟を丹]いて，

定義した。警i訟は上述の①②の表現上の4~:色と!司椋(rC，漢字のもp伝達機能のええかの特質を生

かした表t~方法であると言えるのである。
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IV 中学校語教科書所収の古典教材

1 古文教材一覧表
( 1昭和 56年度 新学脅指導要偶者生拠〉

特設 教育 w版 '学校関委 JtI ]j~問弁務 光村問委
ト一一 一一一一一一 一一一一 一一

r-jfl 核J_j r jll:t到1・民話 j 「狂言J 「昔の京語 j f今昔物語J
一

ヒ1: 「エド家物語 J 「今昔物語」 -雷 「竹取物語 j -阿蘇の史

i~ô 
-敦:哉の最jむ] ，馬盗人 r~少お集 J 1・天の羽衣 「竹取物語」

「葉歌，民謡 j -蓬弟の玉の校

一 一一
i1lli鶴諮問 」 「平家物語j 「俳句(話)J 「徒然草J 「平家物語 j

-ネIp~患の病中 -敦raの最期 -芭蕉，王寺;村他 -つれづれなる -議の的

「今昔物語」 「枕草子J 「平家物語 j まま K 「徒然草J

-保昌と袴妥 -泰はあけぼの ，紙関精舎 a 公世の二位の -神無月のとろ

ーーゴ、ν' 

「徒然車 j ，うつくしきも -数盛の最WJ -仁和寺にある -名を開くよ P

‘つれづれなる の f徒然草 j 法師 • 3i詰また

をま[r( 「徒然lfi_j -つれづれをる 「世間胸算用 J

~f -手のわろき人 -公設の二世の '1'1VC -足切り八助

-友とするに -高名の木のぼ -後待、大寺大臣 「平家物語 j

-丹肢に出雲と り ，宇治Jflの先陣
卜一 、

「万葉・古今， 「突の細道 j 「万葉・古今 「万葉・ 1古今， f万一葉・古今・

新J古今集J .YJ8は]百代の 新古今集 j 新古今集 J 新古今集 j

-短歌 21首 -三代の栄給! -長歌1首 -長歌 1主主 -長歌1首

「枕草子J • !lJ形領K -短歌 19首「 -短歌 101吉 -短歌 14首

-春t立あけぼの 「万葉・古今， f枕草子J 「枕草子」 「社主王子J

• '1首きもの m古今集j -春はあけぼの -泰はあけぼの ，泰はきちけぼの
学

-うつくしきも -長歌2主主 -うつくしき~ .うつくしさ~ -うつくしきも

の -短歌 19首 -1ましたなき~ 「突の細道J の

「奥の溺II道 J 「むくの細道 j -月日は百代の 「突の細道」

e 月日は百代 -月日は百代の -三代の栄綾 -月日は百代の

，やよひも末の -代の栄雄 -三代の栄耀

__<代の栄主義 • UJ形領十て
」一

o i5st!:教材はほとんどの場合，現代語訳，または詳しい脚詑・解説等が併記されている。
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2e 漢文教材一覧表

三省堂 |教育出版 i学校関議|東京番新|光村関守

_ 1I故事成語 J 1I故事成語 J I C参考〕

t:_'f- l'議Jj不待人 ， .弧仮虎威@)，.推獄。
他⑩⑫命 1.蛇l主命⑮

-矛居⑪

「故相次語J

年

-矛盾⑮

矛盾

「故事成詩 J I r稀詩J IC参考J I r故惑成語J

一一弧依虎威⑫ i・学而時習之---1・矛盾 ・五十 1・家試問⑬

・苛政猿妻美虎 |・寄十有五百-1歩百歩 ・'!J[余

~5 
-~，，-

⑮
 

足蛇

閉
幕一一一

馬

朝
新

~
知

思

~

一

間

不

弧

故

市

不

混

学

権
年

⑫ 

r v袋詰J

-絶句 ttm

・鹿柴主総

・賊?JA命李じl

，桂林忠雑詠

示諸fと

③@@ 

「漢詩J I r漢詩J I r漢詩J 1 r淡詩 J 1 1論語j

. J実鶴襟送孟r;守 1・春暁 i泣治然、 1.春 ヨi 杜甫 i・3々鶴楼送孟汗TI .学部時習之)
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